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ご留意事項
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• 本資料は、株式会社アークンの業界動向及び事業内容について、株式会社アークンによ

る現時点における予定、推定、見込み又は予想に基づいた将来展望についても言及して

おります。

• これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。

既に知られたもしくは未だに知られていないリスク、不確実性その他の要因が、将来の展望

に関する表明に含まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性がございます。

• 株式会社アークンの実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されてい

る将来展望と異なる場合がございます。

• 本資料における将来展望に関する表明は、2015年12月18日現在において利用可能

な情報に基づいて株式会社アークンによりなされたものであり、将来の出来事や状況を反

映して、将来展望に関するいかなる表明の記載も更新し、変更するものではございません

。
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会社名 株式会社アークン

代表者名 代表取締役社長 蛭間 久季

設立日 2001年5月8日

資本金 26,768万円（2015年12月18日現在）

所在地 東京都千代田区岩本町1丁目１０番地5号 TMMビル5階

従業員数 30名（2015年10月末）

事業内容 情報セキュリティソリューション事業

製品及び
サービスの内容

(1)アンチマルウェア及びクライアント版PC業務管理製品
アンチマルウェア機能にクライアント版のPC業務管理機能を追加したAhkun
EX-AntiMalwareシリーズ及び同製品のOEM版のNRシリーズを開発・販売

(2)PC業務管理サーバー
管理者はサーバーを通じて、各クライアントの作業履歴（作業状況やソフトウェア
の使用状況など）を一元管理（収集＆集計）可能

(3)Web･データベースセキュリティ製品
米国Imperva社の製品であるSecureSphereの販売及び保守を国内の従業
員100名以上の企業や金融機関向けに提供

(4)保守サービス

会社概要



当社は、社会（SOCIAL）役割や責任をベースとして会社の目的、価値基準を設定します

当社は、安全なネットワーク社会（SOCIAL）を実現するために貢献します

Security ITセキュリティ事業を推進する

Objective 目的意識、目標を常に持つ

経営理念

Contribution 社会貢献する

Innovation 技術革新を怠らない

Ace 分野でNo.1を狙う

Love 社会、人、地球環境への慈愛を持つ
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会社沿革

□2005年4月
アンチスパイリリース

スパイウェア対策のパイオニア的存在

□2005年8月
第5回ベクタープロレジ大賞 特別賞受賞

□出版書籍

2001年5月 東京都千代田区神田に株式会社アークン（資本金20百万円）を設立

2004年1月
情報漏洩防止、データ・リスク管理ソリューション提供のためにImperva
Inc.（米国）との業務提携

2004年6月
Imperva Inc.の情報漏洩防止、データ・リスク管理ツールである
『SecureSphere』の販売開始

2004年12月 Vision Power Co.,Ltd.（韓国）と業務提携及び同社に資本参加

2005年6月
国産スパイウェアの研究開発強化に向けて、国内初のスパイウェアリサーチ
センターを設立

2005年11月
総合的なアンチマルウェア対策を可能とする『Ahkun AntiMalware-V４』
の販売開始

2006年5月
『AntiMalware-ASP』が 株式会社ぷららネットワークスが運営する
『Business Plala』に採用される

2007年２月
ソフトウェアとハードウェア（ファイアウォールサーバー）が一体型である
『Ahkun Antimalware-V５』の販売開始

2012年9月 全て国産製品で構成される『Ahkun Ex-AntiMalware』の販売開始

2013年8月
企業のPC業務管理の支援を目的とする『Ahkun AutoDaily Server』の
販売開始



アンチマルウェア機能

 マルウェアの「パターンマッチング」により、代表
的なマルウェアのみならず、国内外で発生した幅広
い種類のマルウェアの検知・対応を行う機能を搭載
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アンチマルウェア及びクライアント版PC業務管理製品

アンチマルウェア機能にクライアント版PC業務管理機能を追加

クライアント版PC業務管理機能

 USBメモリ、印刷の利用状況、使用アプリケーショ
ンなどを監視し、管理者に作業履歴をメールで報告
する機能を搭載

 パソコン使用者を内部牽制することが可能となり、
企業内におけるパソコンの不正利用や情報漏洩のリ
スクを低減

マルウェア

アドウェア

スパイウェア

ハイジャッカー

ハッキングツール

ウィルス

トラッキングCookie

Hostsファイル

スタートページ ハイジャッカー ダイアラー

ショートカット アドバタイジング

スパイウェア
ツ
ー
ル
バ
ー

サーチ ハイジャッカー

ハイジャッカー

エクスプロイド キーロガー

リモートアクセスツール（RAT）

Hostsファイル改変マルウェア

トラッキング Cookie

バックドア

ワーム

トロイの木馬

ダウンローダー

ウイルス

ドロッパー

ワンクリックウェア

インスタントメッセンジャー

ファイル交換ソフト（P2P）
ウイルス対策ソフトの対応範囲

ウイルス対策ソフト非対応、

または一部のみ対応

ウイルス対策ソフト非対応

グレーツール
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PC業務管理サーバー

『見られてる』という内部牽制により、情報漏洩防止・業務効率化を実現

各クライアントの作業履歴を一元管理

ログ分析や多種レポートも作成可能

● ユーザー毎又は全体の作業内容の表示

● アプリケーションの利用率統計の表示

● ユーザー毎のプリント枚数やコストの表示

● USBメモリー等ファイルの持出し一覧の表示

● PC操作時間の表示

● リモートアクセス及び位置情報の表示

● クライアントの作業画面の表示 等

作業履歴の集計 作業履歴の収集

分析レポート例
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販売体制

ユーザー販路

製品
販売

仕入先

製品
保守

商品
販売

商品
保守

製品
販売

製品
保守

商品
販売

商品
保守

VPN
ルーター
（国内）

NAS
サーバー
（台湾）

ソフトウェア
& ハードウェア
（米国）

セット
アップ

マルウェア
対策

（自社製品）

業務管理
サーバー

（自社製品）

OA機器
販売店

Webデータ
ベース

セキュリティ
（輸入製品）

システム
インテグレ
ータ

OA機器販売店やシステムインテグレータを通じて販売

中小企業

大企業・
金融機関
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業績推移

アンチマルウェア製品等の拡販を背景に、2015/3期は2期連続の増収増益

（百万円） （百万円）

経常利益及び経常利益率の推移売上高の推移
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２. 市場動向
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最近のセキュリティ被害状況

ネットバンキング不正送金が本格化し、法人被害が増加（全国銀行協会）

2013年度：2,000万円 → 2014年度：12億3,400万円（内 法人34件：1億8,200万円）

2015年度：4月だけで法人被害が300件（被害総額100億円以上の見込）

某国内企業が、韓国企業へ1,000億円の賠償請求（企業情報漏洩）

賠償金700億円以上の可能性、500円の商品券でも38億円（個人情報漏洩）

攻撃が巧妙化し、被害額が高額化

社内の内部犯による
情報取得

ウイルス対策
のみでは不十分

破壊型にとどまらず、情報取得・ポップアップ・フィッシング型などへと脅威の領域が拡大

社外の脅威 社内の脅威

破壊型 情報取得・ポップアップ・フィッシング型

ウィルス アドウェア

スパイウェア

ハイジャッカー

ハッキングツール トラッキング、Cookie

Hostsファイル

グレーツール
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市場動向

 2012年までの市場はパソコン向けが主流

 2013年度以降、タブレット型端末やスマートフォーン向けのマル
ウェア対策製品の需要拡大

 企業におけるウィルス対策の実施率は2007年度以降、ほぼ
100％と推定

 一方で、標的型攻撃、遠隔操作ウィルス、内部情報漏洩等を
防ぐためのセキュリティ対策に対する理解が広く浸透

出所：NPO日本ネットワークセキュリティ協会（2015年6月4日発表）

ウイルス･不正プラグラム対策ソフトウェア
（企業向けライセンス契約）/アプライアンス市場

（億円）

国内企業向けウィルス・不正プログラム対策ソフトウェア市場は2015年度に656億円に達する予測

2011－2015
CAGR
5.7%

38%

37%

10%

15%

コンテンツセキュリティ対策製品市場構成比

ウイルス･不正プログラム対策ソフトウェア
（企業向けライセンス契約）/アプライアンス

ウイルス･不正プログラム対策ソフトウェア
（個人ユーザ向けパッケージタイプ）

メールフィルタリングソフトウェア
/アプライアンス

その他

2015年度
1,744億円



15

低

高

大小

大企業
 セキュリティレベル（中）
 総合的なセキュリティ対策
 クライアント別セキュリティポリシー設定

主な提供企業

・ 当社
・ 海外・国内UTMベンダー等

 セキュリティレベル（低~中）
 限定的なセキュリティ対策
 スタンドアローン

主な提供企業

・上位ソフトウェア開発会社

 セキュリティレベル（高）
 総合的なセキュリティ対策
 各企業の個別案件に対応

主な提供企業

・ 上位ソフトウェア開発会社

・ ネットワーク機器メーカー

・ システムインテグレーター

セキュリティ業界のポジショニング

AntiMalware導入ユーザーの業種分布

製造

サービス

建設

卸売･小売

医療・福祉

情報通信

教育・学習支援

運輸

飲食･宿泊

不動産

公務

金融･保険

農業・林業

電気･ガス･熱･水道

鉱業

漁業

中堅中小企業

小企業
個人

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル

投資金額
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当社アンチマルウェアとＵＴＭ製品の相違点

□ＵＴＭによる防御（インターネットの入り口による防御）

インターネット

外部攻撃

社内ネットワーク（安全空間）

外部からの直接攻撃 感染

出張先

インターネット

□当社アンチマルウェア（エンドポイント（各クライアント）による防御）

ＵＴＭ
・攻撃侵入検知/防御

・メール添付ウィルス防御

・迷惑メール制御

社内ネットワークエンドポイントによる防御

各クライアント
による防御

ＵＴＭの弱点
１.社外ネットワーク環境における防御力の低下

2.製品処理能力に依存するデータ通信速度

外部からの
直接攻撃

ＶＰＮルータ

・侵入検知

・ＶＰＮ環境設

外部攻撃

出張先でもマルウェア攻撃に対応できます。
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３. 当社の特徴・強み



アンチマルウェア製品の特徴

18

ダブルデータベースにより広範囲のマルウェア対策を実現

注1 ： 評価点数は6段階評価で、最高点数は6点
出所 ： http://www.bitdefender.com/solutions/internet-security.html

破壊型 情報取得・ポップアップ・フィッシング型

ウィルス アドウェア

スパイウェア

ハイジャッカー

ハッキングツール トラッキング、Cookie

Hostsファイル

グレーツール

世界トップクラスの
ウィルスデータベース

ビットディフェンダー
BitDefender

国内初のスパイウェアリサーチセンターを2005年6月に設立

豊富なスパイウェアデータベース（日本語対応力に特徴）

AV-Test.org（セキュリティソフトの比較検証を行う独立機関）による評価

Overall Score：2011/1～2015/4 Overall Score：2013/1～2015/4

5.9

5.8

5.6

4.9

【Best Protection】 【Best Performance】

5.6

5.5

4.7

4.4

Bitdefender

Kaspersky

Symantec

Intel

Bitdefender

Kaspersky

Symantec

McAfee（Intel）



当社独自のマルウェア処理コンセプト
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捕獲型のマルウェア処理により、柔軟なマルウェアリスク管理を実現

マルウェアを一旦、隔離

処理方法を選択

一部マルウェアの有効活用
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PC業務管理サーバーの特徴

アクセス権による規制ではなく、業務ルールの策定管理

PCの作業画面キャプチャーを取得

 パソコン・使用アプリケーション・ライセンス管理
 使用禁止ソフトウェアやライセンス更新管理など

内部統制

IT資産管理 業務管理

ハードウェア情報

アプリケーション情報

ライセンス情報

PCの作業内容

ファイル持ち出し情報

アプリケーションの
利用率統計

 比較的軽い投資負担
 個別またはグループ毎のアクセス規制が可能

「見られている」という牽制効果

業務管理による内部統制を実現－ 時間設定による画面キャプチャー取得
－ 使用禁止ソフト使用時の画面キャプチャー取得など



製品開発コンセプト
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一元管理を通じて最適なネットの利用環境を実現

クライアントPC毎に
セキュリティポリシーを設定

クライアントPC

全てのクライアントPCを
一元管理 Trade off規制 利便性

規制と利便性のバランスを考慮しつつ
最適なネットの利用環境を実現

リモート
アクセスツール

グレーツール

USB使用



総合的なセキュリティソリューションの提供

社内外の脅威に対し、総合的なソリューションを提供

社内ネットワーク外部ネットワーク

外部攻撃

社内情報

情報漏洩

Ahkun EX AntiMalware

内部情報管理

Ahkun AutoDaily

 コンピュータウイルスだけでなく、アドウェア、スパイ
ウェア、ハッキングツールといった全般的なマルウェ
アに対応可能

 独自のマルウェアデータベースと世界最高レベルの
検知能力を誇るウイルス対策ベンダーのデータベ
ースを統合してサービスを提供

 自動的にパソコン使用者のPC、USBメモリ、印刷
の利用状況、使用アプリケーションなどを監視し、
管理者にパソコン使用者の作業履歴を報告するこ
とで、PCの不正利用や情報漏洩のリスクを低減

 PC業務管理をサーバー上で実現でき、瞬時にクラ
イアントの作業状況を分析

当社製品のみで社内外からの
セキュリティ攻撃対策が可能
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ＵＳＢからのマルウェア対策 ＵＳＢによる情報漏洩対策



OA機器販売店との強固なリレーション

ビジネスホン コピー機電話交換機電話回線

中小企業向け営業ノウハウを持つOA機器販売店と密接な関係を構築

代理店であるOA機器販売店

 中小企業向けの営業ノウハウ

 様々なオフィス機器の販売経験

 中小企業の豊富な顧客基盤

【OA機器販売店の主な取扱製品】

代理店であるOA機器販売店

新たな商材としてセキュリティに着目

大手通信会社の取扱商品に選定

OA機器販売店から高い評価を獲得

 手離れ良く、売り易い

Ahkun EX AntiMalware Ahkun AutoDaily Server

コピー機

主要な販売先の属性

ＯＡ・通信機器販売会社

ＯＡ・通信機器メーカー系販売会社

通信会社系販売会社

通信機器メーカー

23



24

４. 成長戦略



アンチウイルスソフトだけでは不十分に

25

取引先からの要求

ネット環境の変化
 複雑化、多様化したサイバー攻撃の増加
 内部情報漏洩事故の多発及び損害金の高額化
 マイナンバー制度導入による個人情報管理の強化

 ネットセキュリティレベルの強化
 情報管理の強化

総合的な
マルウェア
対策

内部情報
管理

両製品を導入することで、リーズナブルな投資額で
社内外からのセキュリティ攻撃対策を実現

当社セキュリティソリューション

社内外からのセキュリティ対策実現に向けてクロスセルを推進

クロスセルによる既存ビジネスの拡大

中小企業
385.3万事業者

（アンチウイルスソフトはほぼ導入済み）

当社顧客は約1万社
全体の0.3%

Ahkun EX AntiMalware Ahkun AutoDaily Server



新規チャネルの開拓

26

東日本の販売代理店との連携強化や通信機器メーカーへの提供等を開始

当社がセットアップ

OA機器販売店
（西日本の販売代理店）

中小企業 中小企業 中小企業
中小企業 中小企業 中小企業

OA機器販売店
（東日本の販売代理店）

通信機器メーカー
（独自の全国向け販売ルートを保有）

当社ソフトを組み込んで自社製品のUTM機能を強化

OA機器販売店
（東日本の販売代理店）

ソフトウェアを提供

今後成長が期待される商流
（短期間で営業チャネルを大幅に拡大可能）

販売・保守

販売・保守

販売・保守

販売・保守

販売・保守

現状は西日本の販売代理店向けが主流

●自社ブランド製品
●ＯＥＭブランド製品

OA機器販売店
（東日本の販売代理店）

OA機器販売店
（西日本の販売代理店）

OA機器販売店
（西日本の販売代理店）

OA機器販売店
（西日本の販売代理店）

中小企業 中小企業 中小企業

中小企業 中小企業 中小企業 中小企業 中小企業 中小企業
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新製品・新機能の投入

ネット環境や市場動向（新デバイス等）の変化に対応した製品開発を計画

総合的な
マルウェア
対策

内部情報
管理

当社セキュリティソリューション 多様なスマートデバイスへの対応

– MacOS

– Android

– その他

 クラウド対応

489 

713 

916 

1,054 

1,206 
1,332 

0

300

600

900

1200

1500

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

Windows・他

Android

iOS

タブレット端末の国内出荷台数予測（年度ベース）
（万台）

注1 年度ベース：4月から翌年3月。2015年以降は予測値
注2 タブレット端末の定義：タッチスクリーン入力の可能な6~11インチ程度のディスプレイを備えたスレート型情報通信端末
注3 電子書籍専用端末は含まない
出所 ICT総研



28

新規製品

新
規
チ
ャ
ネ
ル

既
存
チ
ャ
ネ
ル

７７４，９７７４，９

既存製品

 東日本の販売代理店

 通信機器メーカー

Ahkun EX AntiMalware Ahkun AutoDaily Server

成長戦略のポイント

クロスセルによる既存ビジネス拡大1 新製品・新機能の投入3

クラウド

新規チャネルの開拓2 周辺領域への進出4

 システムインテグレ－タルートの活用

 東南アジアなど新興マーケットの開拓




